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研究成果の概要 

 

IoTを対象とした自動バグ修正に関する研究として，コードクローン検出に基づく IoT を対象と

した自動パッチ生成技術の研究を行った．この研究では，開発者が 1つの欠陥を修正した後，そ

の欠陥と類似している欠陥を検出し，自動的にパッチを生成する手法を提案した．また，ケースス

タディにおいて，IoTの欠陥を 26事例収集し，提案手法を適用したところ，全てのケースにおいて

パッチを自動生成することができた． 

自動バグ修正技術において重要となるコード片間の類似性判定手法について，ベクトル表現と

深層学習の効果的な組み合わせを調査した．調査の結果，情報検索技術の一種である LSI 

(Latent Semantic Indexing)と深層学習モデルの組み合わせが判定精度の面で最も高い値となっ

た．またこの組み合わせは実行速度が最も速いことも確認した．また，深層学習を用いたコード片

類似性判定手法について，汎化性能の調査を行った． 
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